






















翻訳された （Dougy Center 1993/1997）。そのよ
うな動きに応えて「だいじな人をなくした子ども
の集まり （ 以下，｢子どもの集まり」）」が 1998 年
に開催され，現在も継続されている。この活動は
ルーテル学院大学付属人間成長とカウンセリング
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注 ） 表 1 はルーテル学院大学附属人間成長とカウンセリング研究所グリーフ研究会 （2005） をオリ
ジナルとするものではあるが，「子どもの集まり」参加者の声（『  』内）を反映し，一部改変した。
【図1】　死別へのコーピングの二重過程モデル
(Stroebe and Schut 2001/2007:71より転載)
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子どものグリーフサポートグループの意義を考える
喪失後の新たな環境への適応 （ 回復志向 ） の間で
揺れ動きながら，折り合いをつけていくものであ




子 （ 心配無用児タイプ ）」と映る子どもの表現も
あれば，「度々，身体の不調を訴える手のかかる
子 （ 不健康児タイプ ）」，「周囲の大人に反抗的な



















































注 ） 表 2 はルーテル学院大学附属人間成長とカウンセリング研究所グリーフ研究会 （2005） が作成
した資料に，17 年間に亘る「子どもの集まり」で見られた遊びの表現を加え，改変した。なお，











者 （ ファシリテーター ） からも支えを得ることが
できる」，「自分だけがこのような経験をしたので
はないことを知ることが確認できる」（Worden 





















































は 1998 年 2 月より 103 回開催されてきた。なお，





2015 年 7 月の時点で，103 回開催されてきた「子
どもの集まり」は，家族と死別した中学生までの
















人） が男子であり，44％ （242 人） が女子であった。
そのうち，未就学児は 14％，小学 1 ～ 3 年生は

































































































































































































































































































































践が継続できている。なお，本稿は 2015 年 8 月
末に脱稿したものである。
引用・参考文献
Boss ,  P.（2 0 0 6）L os s ,  Trauma ,  a nd  Res i l i ence :　
Therapeutic Work with Ambiguous Loss．W. W. 
Norton & Company.（=2015 中島聡美・石井千賀子
監訳『あいまいな喪失とトラウマからの回復：家族と
コミュニティのレジリエンス』誠信書房 ）.
Dougy Center （1993） Instructor ’s Manual for Training 
Facilitator ’s of Groups for Grieving Children . The 
Dougy Center. （=1997 ルーテル学院大学 「死別体験
をした子どもたち―　ダギーセンター トレーニング・
マニュアル」ルーテル学院大学 ）.
Holmes ,T.H . , and Rahe ,R .H .  （19 67）The Socia l 
88
ルーテル学院研究紀要　No. 49　2015
Readju s t ment  R at i ng  S c a l e .  Jou r na l  o f 








Pfeffer, C.R., Jiang, H., and Kakuma, T. eds （2002） 
Group intervention for children bereaved by the 
suicide of a relative. Journal of the American 
Academy of Child and Adolescent Psychiatry 
41（5）: 505-513.
Stroebe, M. S., and Schut, H. （2001）. Meaning Making 
in the Dual Process Model. In R. Neimeyer ed. 
Meaning reconstruction and the experience of loss . 





Worden, J.W. （2001） Children and Grief: When a parent 
dies . Guilford Press.
White, C. （2004） Grief Education for Children and 




ル学院大学社会福祉学科 25 周年記念論文集）』 205-
229.
